
 

機関誌『応用物理』執 筆 要 項 

 

1. 原稿の体裁 

1.1 原稿の順序（原稿枚数として数える部分） 

○表題（著者名，研究場所を含む（和文およ

び英文）） 

○和文要旨（総合報告，解説，最近の展望，

研究紹介，討論の広場，基礎講座） 

○英文要旨（〃） 

○キーワード（〃） 

○本文（謝辞，付録を含む） 

○引用文献 

○著者紹介 

1.2 通し番号 

表題ページ，和文要旨，英文要旨，キーワー

ド，本文，引用文献，図（写真を含む）の説

明，表，図（写真を含む）の順に通し番号を

入れる． 

2. 表題ページ 

2.1 表題のつけ方 

①表題は解説記事などの内容を具体的に示し

ていること．主として用いた研究方法があ

れば，それが題名からわかることが望まし

い． 

②表題にはアルファベットによる略称はなる

べく用いない． 

③表題はできるだけ簡潔に書く．このことは

目次および heading（ページ下欄の題名）の

ためにも必要である．やむを得ず表題の語

数が日本語で 18 字を超えるときは，その省

略名をその表題の下に添える． 

（例） 表題 アルカリ土類活性剤を塗布した 

ニッケルからの電子放射 

省略名，heading ニッケルからの電子 

放射 

2.2 体 裁 

下記の例に従って，ⅠおよびⅡの項目に分

け，Ⅰには日本語，Ⅱには英語と慣用のロー

マ字で次の必要事項を書く． 

表題，著者名，研究機関とその所在地 

Ⅰ，Ⅱは，続けて１ページに印字する． 

（例） 

Ⅰ コヒーレント光源の回折像 

戸田太郎✽；山中次郎✽✽ 

✽大阪大学工学部応用物理学教室 

e-mail：×××× 

〒565-0871 吹田市山田丘 2-1 
✽✽日東カメラ（株）研究部 

e-mail：×××× 

〒108-0073 東京都港区吉田町 125 

Ⅱ Diffraction image of coherent 

sources. 

Taro TODA✽ and Jiro YAMANAKA✽✽ 

✽Department of Applied Physics, 

Faculty of Engineering, Osaka 

University (2-1 Yamadaoka, Suita 

565-0871) 
✽✽Reserch Laboratory, Nitto Camera 

Co, Inc.(125 Yoshida-cho, Minato-ku, 

Tokyo 108-0073) 

3. 要旨 

3.1 要旨を必要とする原稿 

総合報告，解説，最近の展望，研究紹介，討

論の広場，基礎講座には要旨をつける． 

3.2 要旨の体裁 

要旨は和文と英文を必要とする． 

和文要旨の長さは，原稿の長さに応じて 100～

300 字程度とする． 

英文要旨の長さは，１行 56 ストロークで 14

行以内とする．なお，要旨の上には，表題と

氏名を英文でタイプする． 

3.3 要旨の書き方 

論文のねらい，著者の視点，研究方法など，

解説記事などの特色がわかるように，本文の

内容を要約する．専門外の読者に対しても，

本文を読む意欲をそそるよう配慮することが

望ましい． 

4.「キーワード」 

4.1 「キーワード」を必要とする原稿 

総合報告，解説，最近の展望，研究紹介，討

論の広場，基礎講座には「キーワード」を付

与する． 

4.2 「キーワード」のつけ方 

①言語：英語に限る． 

②選定語数：5～10 語 

③選定基準：主題を的確に表現し，全体の内

容がよく推測できるように，著者が自由に

選定する．（編集委員会が変更を示唆するこ

とがある） 

④選定要領： 

(a)表題や要旨には，原稿中の重要な語句が

用いられているので，これらの語句から

選ぶことが望ましい． 

(b)できるだけ狭義の語句を選ぶ． 

life → tool life, fatigue life 

(c)名詞形を用いる． 

measured optically → optical 

measurement 

 



 
(d)元素名，化合物名，合金名などは，記号

を用いずフルスペリングで示す． 

Si → silicon, 

GaAs → gallium arsenide 

(e)複合語や句は，慣用されているものに限

る．electric conduction at low 

temperature → electric conduction, 

low temperature 

4.3 「キーワード」の体裁 

A4 判白紙に，以下のようにタイプする． 

（例）Keyword:  

semi-insulating gallium arsenide, deep 

level, optical properties, isothermal 

capacitance transient spectroscopy, 

metal-semiconductor interface 

5. 本 文 

5.1 本文執筆の際に配慮してほしいこと 

①読者の理解を容易にするため，文章はよく

整理し，無駄のないようにする． 

②専門外の読者にも容易に問題の所在が理解

できるように，「まえがき」（序論）と「む

すび」（結語）は特にわかりやすく書く．特

に「まえがき」の書き出し部分は，専門外

の読者にとってもやさしく，魅力的になる

ように配慮し，無理なく読み進むことがで

きるように工夫する． 

③アルファベットによる略称などは，たとえ

その分野ではよく知られた用語であって

も，最初にでてくるところで，略さないで

書き，必要ならば脚注でその説明をする． 

④原稿中で使用する記号はすべて明りょうに

説明し，一貫した記号を使用する．著者が

手分けして執筆する場合には，特にこの点

に注意する． 

⑤記述の内容の根拠，信頼性がわかるよう

に，実験結果，理論の結論，推測，仮定な

どの区別をはっきりさせる． 

⑥著者自身の成果や意見と，他人のものとの

区別を明確にする． 

⑦単にその分野の発展を紹介するのではな

く，問題の整理の仕方，著者の判断などに

独創性があってほしい． 

5.2 項目の分け方 

大項目を 1，中項目を 1.1，小項目を 1.1.1 の

ように番号づける． 

5.3 かなづかい，述語ほか 

原則として常用漢字，新かなづかいを用い

る．述語は，学会および旧文部省で制定され

たものを用いることが望ましい．外国人の人

名，日本語になりきってない述語などは原則

として原綴で書く（例えば，学術用語集 物

理学篇（大日本図書(株)発行）を参照）. 

5.4 単位記号 

単位記号は，国際単位系（SI）の使用が望ま

しい． 

5.5 欧語の混用 

欧語を和文に混用するときは，なるべく英語

を用い，英，仏，独，露などの混用を避け

る．和文に英単語を混用するとき，英単語の

普通名詞が文頭に来た場合には，最初の文字

を大文字にし，文中にきた場合には，全部小

文字とする．その他の場合も，これに準ず

る． 

5.6 刷り上がりの割り出し方 

①数式：行数の 2 倍を見積もること． 

②図，表，写真：１件の刷り上がりの平均の

大きさは， 文字数に換算すると 26 文字×

20 行になる． 

5.7 文字の指定 

量を表す記号はすべてイタリック，単位およ

び元素記号はすべて立体とする．文中イタリ

ックとすべき文字は A のように文字の下に 

（朱書），ゴチックとすべき文字は A のように

文字の下に （朱書），イタリック・ゴチック

とすべき文字は A のように文字の下に （朱

書）などの記号をつけて指定する．ギリシャ

文字は明りょうに書き，特にローマ字とまぎ

れやすいα，β，γ，η，χ，μ，ο，ρ,

ν，χ，ωについては，ギ（朱書）の記号で

指定する．数式は一般にイタリックで組むか

ら，特に立体とすべき文字記号は，grad のよ

うに，文字の上に （朱書）記号をつけて指

定する． 

（例） 

イタリック    ゴチック 

crystal         crystal 

crystal          crystal 

イタリック・ゴチック  立体 

crystal           crystal 

crystal           crystal 

5.8 数式の行数 

独立した数式は，1 行につき本文の 2 行ないし

3 行のスペースをとって書く． 

5.9 紛らわしい文字の区別 

0（ゼロ）と O（オー），１（イチ）とｌ（エ

ル），×（カケル）とＸ（エックス），φ（フ

ァイ）とψ（プサイ）など，紛らわしいもの

ははっきり区別できるように書き，特に誤ら

れるおそれのある場合にはカナをつける．C，

O，P，S，W，X，Y，Z のように，大文字と小文

字との区別の困難なものについては，大また

は小（朱書）と指定する． 

5.10 文字の指定や注意書きの仕方 

印刷すべき本文以外の指定や注意書きは，す

べて朱書する．特殊な書体の活字をしばしば

使用するときには，本文中に適当な記号をつ

 



 
けて，その記号の意味を欄外に一括してもよ

い． 

6. 図，写真，表 

6.1 説明文 

図，写真，表は，本文を読まなくても理解で

きるように，説明文を作成することが望まし

い．なお，説明文は原則として和文とする． 

6.2 他の著者物からの引用 

他の著者物から図などを引用するときは，原

則として手を加えることなく転載する． 

6.3 図表の原稿の体裁 

図および表は別紙に書き，写真は別紙に張

る．図は写真とともに図 1，図 2 のように，表

は表１，表２のように通し番号をつける．図

の番号は，左下に記入する．また 1 図ごと

に，右下に著者名を入れる．図と写真との区

別はせず，図で統一する． 

6.4 図，写真，表の用紙 

図，表の用紙，写真の台紙は A4 判に統一す

る． 

6.5 図の説明の原稿の体裁 

図の説明は，別紙にまとめる．図の下に書か

ない． 

7. 脚注，引用文献 

7.1 脚注をつける場合 

本文の筋からは脇道になるが，読者が本文を

理解するうえで役に立つ説明，注意，コメン

トを書く．術語，用語などで専門外の読者に

なじみがないと思われるものは，ここで簡単

に解説する． 

7.2 脚注の体裁 

脚注は本文中に✽，✽✽，✽✽✽，などの記号で示

し，その直後に線を引いて説明を書く． 

7.3 文献の引用についての原則 

解説記事などにおける文献は，読者がさらに

深く勉強するために必要かつ十分であるこ

と． 

7.4 文献の引用法 

本文の原稿中で文献を引用するときは，通し

番号 1,2)（上ツキ）をつけ，文献名は原稿の末

尾に一括する． 

7.5 引用文献の書き方 

著者：誌名（略名），巻，ページ，（年）の順

に書く．巻数はゴチックの指定（〰）を朱書

でする．雑誌名の省略法については，次ペー

ジの一覧表を参照されたい．英文の単行本の

題名はイタリックとし，題名の下に―の下線

を朱書する．講演論文集には，開催地・開催

年，出版社（出版元）・出版地・出版年を必ず

記入する．書き方は次の例にならう． 

（例） 

1）戸田太郎：応用物理 75，221（2006）． 

2）H. Yamamoto: Jpn. J. Appl. Phys. 45, 

446(2006). 

3）久保 宏：材料科学，p.101（山田書店，

1979） 

4）T. S. Moss: Optical Properties of 

Semiconductors, 2nd ed., p.71(Butter-

worth Scientific Publ., London, 2006). 

5）F. Simodet and D. Kubick: Proc. 3rd  

Int. Conf. Secondary Ion Mass 

Spectrometry, Budapest, 2005, 

p.102(Springer-Verlag, Berlin, 2006) 

8. 用語解説 

8.1 用語解説を必要とする原稿 

総合報告，解説，基礎講座には，できるだけ

2，3 語程度の用語解説をつける．採り上げる

用語は，専門外の読者にとってわかりにくい

略号（頭文字），専門用語などとする． 

8.2 用語解説の書き方 

・解説の文字数は約 100 字以内とする． 

・FT-IR，LOCOS の 2 例についてスタイル見本

を示す．用語解説は指定原稿長さの範囲以内

とし，本文中では，FT-IR（用語），LOCOS（用語）の

ように引用し，各記事内に囲みで説明文を入

れる．用語の掲載については，編集委員会で

検討し，追加，削除，修正などをする場合が

ある． 

（例 1）FT-IR Fourier Transform Infrared 

Spectrometer の略．赤外分光光度計の一

種で，二光束干渉計による干渉曲線をフー

リエ変換して光スペクトルを得る．従来の

回折格子を用いた分散型分光計に比べ，光

の利用効率が高く，短時間の測定が可能で

ある．[文献]田隅三生：FT-IR の基礎と実

際（東京化学同人，1986） 

[解説部文字数：88 字] 

（例 2）LOCOS Local Oxidation of Silicon の

略で，「ロコス」と読む．IC において隣接

する素子を電気的に絶縁するため，分離の

ための厚い酸化膜と不純物層を同時に形成

する方法．不純物を導入する領域と酸化に

より選択的に厚い酸化膜を形成する領域を

同じマスク材料（窒化膜）で作ることがで

き，微細化が進む IC の発展に貢献してい

る重要な技術．[文献]菅野卓雄監修：ULSI

デバイス・プロセス技術（電子情報通信学

会，1995）． 

[解説部文字数：130 字] 

  

2009 年 11 月 4 日  一部改訂 
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